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広報
人口●１９７，０３７（－４３９） 世帯数●８３，６１８（＋７４６）
２０２３年１月１日推計 （ ）は前年１月１日比

市ホーム
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平成７年１月１７日午前５時４６分に発生した
阪神・淡路大震災から今年で２８年を迎えま
す。あらためて震災当時を振り返り、今後い
つ起こるか分からない大規模災害に備え、今
できることを確認しておきましょう。問い合
わせは市危機管理室!７８４-８１６６へ。

阪神・淡路大震災から２８年

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!今今一一度度！！災災害害へへのの備備ええ総総点点検検をを!!

次
の
災
害
に
備
え
る

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大

地
震
が
今
後
３０
年
以
内
に
７０
〜
８０

㌫
、
４０
年
以
内
で
は
９０
㌫
の
確
率
で

発
生
し
、
本
市
で
は
最
大
で
震
度
６

弱
の
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
本
市
で

震
度
７
程
度
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
避
難
者
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
約
２
倍
、
犠
牲
者
は
約
２３
倍
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
、
も
う
一
度

身
の
回
り
の
対
策
を
見
直
し
、
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

我
が
家
の
地
震
対
策

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
っ

た
人
の
大
部
分
は
建
物
や
家
具
な
ど

の
下
敷
き
に
よ
る
「
圧
死
」で
し
た
。

家
具
な
ど
の
転
倒
や
落
下
を
防
止
す

る
こ
と
が
人
命
を
守
る
た
め
に
は
最

も
重
要
で
す
。

◆
家
具
を
固
定
す
る

地
震
に
よ
る
家
具
や
家
電
な
ど
の

転
倒
・
落
下
が
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
家
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し

簡
単
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。

自
分
で
で
き
る
家
具
の
転
倒
・
落

下
防
止
策
は
▽
突
っ
張
り
棒
や
Ｌ
型

金
具
な
ど
で
家
具
を
固
定
す
る
▽
扉

が
開
き
収
納
物
が
落
下
し
な
い
よ
う

開
放
防
止
留
め
具
な
ど
を
設
置
す
る

▽
テ
レ
ビ
な
ど
は
ベ
ル
ト
や
粘
着
性

マ
ッ
ト
で
固
定
す
る
▽
窓
ガ
ラ
ス
や

ガ
ラ
ス
製
扉
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
▽
吊
り
下
げ
照
明
は
ワ
イ

ヤ
ー
な
ど
で
補
強
す
る
―
―
な
ど
。

◆
家
具
の
配
置
を
考
え
る

収
納
や
配
置
の
方
法
は
▽
寝
室
に

は
就
寝
中
に
倒
れ
た
家
具
の
下
敷
き

に
な
ら
な
い
よ
う
、
大
き
な
家
具
は

置
か
な
い
▽
出
入
り
口
や
通
路
に
物

を
置
か
な
い
▽
家
具
の
少
な
い
安
全

な
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
▽
家
具
を
安
定

さ
せ
る
た
め
に
重
い
も
の
は
下
へ
、

軽
い
も
の
は
上
へ
収
納
す
る
―
―

な
ど
。

◆
非
常
備
蓄
品
を
準
備
す
る

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
や
道
路
の
寸
断
な
ど
で
流

通
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
最
低
で
も
３
日
、
可
能
で

あ
れ
ば
１
週
間
分
以
上
の
水
や
食

料
、
必
需
品
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
袋
の
基
本
的
な
物
品
は

▽
非
常
食
や
缶
詰
、
水
な
ど
の
飲
料

水
▽
マ
ス
ク
や
タ
オ
ル
、
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
衛
生
用
品
▽
懐

中
電
灯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電

器
な
ど
の
電
化
製
品
―
―
な
ど
。

地
震
が
発
生
し
た
ら

災
害
が
発
生
し
た
際
、
一
瞬
の
判

断
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
行
動

パ
タ
ー
ン
を
覚
え
、
い
ざ
と
い
う
時

に
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

◆
地
震
発
生
時
の
行
動

▽
ま
ず
は
身
の
安
全
を
確
保
▽
テ

ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
避
難
し
、
揺
れ

が
収
ま
る
ま
で
待
つ
▽
倒
れ
そ
う
な

家
具
や
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
離
れ
る
。

◆
地
震
直
後
の
行
動

▽
落
ち
着
い
て
か
ら
台
所
や
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
火
元
の
確
認
を
す
る
▽

窓
や
扉
を
開
け
出
口
を
確
保
す
る
▽

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス
の
元
栓

を
閉
め
る
。

◆
地
震
発
生
後
の
行
動

▽
家
屋
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

な
ど
は
避
難
所
に
避
難
す
る
▽
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
、
行
政
な
ど
か
ら
正
し

い
情
報
を
入
手
す
る
▽
隣
近
所
の
安

否
確
認
を
す
る
▽
救
護
や
消
火
活
動

に
協
力
す
る
。

◆
正
し
い
情
報
収
集
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
防

災
ア
プ
リ
の
登
録
を

市
は
、
防
災
に
特
化
し
た
市
公
式

ラ

イ

ン

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
「
伊
丹
市
防

災
（
下
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
読
み
取

り
可
）
」
を
運
用

し
て
い
ま
す
。
天

気
予
報
や
台
風
・
地
震
な
ど
の
気
象

情
報
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
指
示

や
避
難
所
開
設
な
ど
の
防
災
情
報
を

発
信
す
る
ほ
か
、
ア
プ
リ
利
用
者
が

災
害
情
報
を
送
信
す
る
こ
と
で
、
地

図
上
で
利
用
者
間
で
の
情
報
共
有
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

被災した阪急伊丹駅

文
化
財
防
火
デ
ー

１
月
２６
日
㈭
は
、
「
第
６９
回
文
化

財
防
火
デ
ー
」
で
す
。

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」の
制
定
は
、

昭
和
２４
年
１
月
２６
日
、
現
存
す
る
世

界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が
炎

上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

文
化
庁
と
消
防
庁
は
、
同
火
災
の

発
生
と
、
１
・
２
月
が
１
年
の
う
ち

で
最
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
３０
年
に
同
日
を

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ま
し

た
。市

消
防
局
は
、
県
指
定
文
化
財
の

あ
る
昆
陽
寺
や
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
ど
市
内
４
カ
所
で
消
防
訓
練

を
行
い
ま
す
。

問
市
消
防
局
予
防
課
!

７８３
・
０
７

９
９
。

田
辺
聖
子
の
震
災
記

直
筆
原
稿
を
展
示

１
月
３１
日
ま
で
、
図
書
館
「
こ
と

ぐ
ら

ば
蔵
」
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関

す
る
田
辺
聖
子
さ
ん
の
直
筆
原
稿
、当

時
の
新
聞
や
震
災
を
描
い
た
文
学
作

品
、防
災
関
連
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▽
直
筆
原
稿
(
２
階
伊
丹
作
家
コ

ー
ナ
ー
▽
震
災
関
連
資
料
の
展
示
(

３
階
酒
展
示
コ
ー
ナ
ー
前
―
―
で
展

示
。

◎
田
辺
聖
子
の
震
災
記
〜
作
家
と
し

て
あ
の
震
災
を
伝
え
る

１
月
１７
日

〜
３
月
１１
日
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
田

辺
聖
子
文
学
館
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

で
連
携
展
示
。

＊

＊

無
料
。

問
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
!

７８３
・

２
７
７
５
。

ひなかざり＠旧岡田家住宅

２月４日～３月４日、市立伊丹ミュージアム内の旧
岡田家住宅で。
明治・大正・昭和のひなかざりを展示。
無料。

ワークショップ「おやこで作る『つるし雛』」

２月１１日㈷午前１０時半、市立伊丹ミ
ュージアム１階の講座室で。講師はハ
ンドクラフトて＊あみんの古谷康実さ
ん。
対象・定員は５歳～小学３年生とそ
の保護者２０人。
参加料５００円（手拭きと持ち帰り用の袋など持参）。
!１月１７日から電話で同館へ。

＊ ＊
市立伊丹ミュージアム

!７７２-５９５９

文化財での消防訓練

水水道道管管のの凍凍結結にに注注意意をを

急な冷え込みで水道管が凍結することがあります。
気温が氷点下になったら要注意。
屋外にある水道管や蛇口部分はタオルで巻くなどの
対策を。蛇口から少量の水を出し、浴槽にためておく
方法も効果的です。
凍結した時は、タオルなどをかぶせ、上からぬるま
湯をゆっくりと掛けてください。急に熱湯を掛けると
破裂することがあります。
水道管が破裂したときは、止水栓を閉めて市上下水
道局指定給水装置工事事業者か上下水道局に連絡を。

市上下水道局水道課
!７８３-１６０３

田辺聖子さん直筆原稿

△！【いたみ健康・医療相談ダイヤル２４】看護師などが２４時間健康や医療に関するご相談に応じます（無料）"®０１２０-７８３-９９０ 「広報伊丹」は再生紙を使用しています

この号の主な内容

２面 郵便局でもできるマイナンバーカード申請

３面 男女共同参画市民オンブード報告書を提出

４面 確定申告会場が変わります

５面 健康 ６・７面 みんなの窓


